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　　鞭　成人の平均から
　　餌袖　3σを示す
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綴
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書、okt『コdm∫s胴wb hg d5P

の発話の平均語音頻度率と標準偏差を求め，平均値から

±3S　Dの巾を日常会話における語音頻度率の基準とし

ている。

　第r1， 2図をみると ，1歳台では，成人の巾から外れて

いた幼児の日常会諾の語音頻度率が，年齢がすすむにつ

れ，成人の巾に近づき，4歳頃に嫉各数g語章が成人

の巾に入る須度率を示すようになることがわかる。第1

図の幼児の方が発達のよいこともわかろう。

　構音の発達の問題は，村田2，も述彗ているように，言

醗達の諸腿の中では・表層的・外繭獣問題である

かのように心理学者には映るかもしれないし，また，比

較的単純にその能力を測定できるもめだど臨床家は思う

かもしれない。しかし，実際には，二ぞれほど単純で明白

な問題ではなく・むしろ，構音発達¢レか．ズみは被雑

であり，幼児が構音技能を獲得する までには，実にさま

ざまな要因力｛関与するので，まだ多くの間題にづいて研

究がすすめられなければならない。

　言語陣害の中で，この構音技能が順調に獲得されない

ために，言語発達だけでなく，社会性や情動面，ひいて

は性格形成にも影響の及んでいる構音障害のケースはま

だあとをたたない。目立つ器質的な欠陥のない，言語発

達途上の初期にある2，3歳児の場合は，発膏が不明瞭

でも，構音機能の未発達と考えられ，それほど問題にさ

れないが，我が国では，4歳半をすぎても，正しい構音

ができず，会話明瞭度が特に悪い場合には，構音の女陥

毒響・・励騨幣岬騨解う熔
　、帯音障害は大きくわけて，器質的桃音障害と機能的携

へ　￥

ts　dz　g

音陣害に分類されているが，多くの成雷には，その原因
　と して， 一般に　1）発声，構音器官の構造上の欠隔，

　2）構音器官の機能の障害，3）聴覚系（聴覚的語音弁

別力，聴覚的記銘力を含む）の障害，4）運動感覚，触

覚，視覚など聴覚以外の感覚の障害， 5）環境刺激に対

する感受性， 反応性の鈍さ，6）知能遅滞，7）情動障

害・8）言語環境9）舗発達途上におをナ、碓症疾

愚などがあげられている・　　　 』1

　機能的構音障害は，　「話しことばの欠陥をびiきおこす

ような構造上あるいは生理学上の欠陥が全然塗いと考え

られているにもかかわらず，構音機能が異常な場合をい

う」と定義づけられており，構音障害のうち古％のを占

めるといわれているが，表面に目立つ原因が見られない

だけに，その原因について，さまざまな見解参述べられ

ており，まだ定説といえるものはない。

　一般には「無数の因子がからみあっているととが考え

られ，ただ一っの原因をとりだす ことは函難である3レ」

という説明がよくなされるがプ今まで砂われ勿れの臨床

経験と調査によると，機能的構音陣害児の構春の誤り方

には，ある特轡的な類裂がみられ，走常に梅音掠能を獲

得して㍉’』く幼児たちの髄過翫搬的にみ舜粥音

の誤防どは質的眠なっ宅いる5、こ郷鋤ら，かな

甥融原齢つき勘られるので財し・擁考える。

　構帝技隼を習得するには1言語を受容する恥覚系と，

誓課を表出するための発声，構音器官の筋運動や触覚お

タびその神経支配が特に主要な役割を果たす．i機能的構

音牌児の儲艦妨を樋ダ基本町砿聴轍
能と構音器官の機能に一番問題があるよろに思われる。
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洗御郷姻の正常児傭音φ誤姉と瀦児の誤
り方むの相違芦特に‘正｝しい音を誤義：た音に置換する疑そ

曜換の仕方の樺を即みよう♂購4図に脚正常
児群‘㌧障害児群蓄も謙最も多く・の置換を示した音素の順

位づげ蓼じだ上位10位までの音素を恭すデ （これらの繕

粛潟1967年㍑われわれ力拗児の儲勧の発達に関、
。騰研究を行なづた時の2歳がら6歳半までの男如46

1名の正常児群と，．1967年以後， 愛育研究所に言語治療の

ため来所した4r歳半より6 二歳までの機能的構音障害児の

う、ちの12名一男 5，1．・「女7、6』から得たもの廼ある）1C

郡正常児の構音発達の調査では，厭1、ア構音しにぐい語音

は，　〔s，z2でtsl湧為』駕すF，l　k，9〕二寝（サピザ行音ヂ咳

、

音歌亘行音必崇行音魯カゴiガ行音》なゼ臨床的に頻度高

ぐ問題になる帝の他， i・〔d；渡ずfW〕蔑ダ行者碁ナ行音£ 牙　1

膏）、も庵かなり構音しにヌレピ音である；と1知2〉 どの音も

かなり多稚の音に置準される・ことぞ＄）・音の置換のされ

方ぱ，全年齢層を通じて男女とも全く同・じマ規則性爾あ

る1ことがわ癖撹だがF陣害児群≧些較聖てみるとド例え、

ば謀〔S〕11 にφ沁覧は1蜘E常児では，正し惹■ル〔S〕』：とい

えるようになるま畑聯概して，．豊ノレσ〕とか聾ノレ

〔t∫〕とい遂ように音声学的に類似した音を使1う過程を通

逢ζとが多1ぐ‘室匁（壌にな為率韓低いがド陣害児の場

、合はρ三ルと・いうように，〔sンを｛t〕に置換す為率クミ非常

に高い。？っま礎，ド発達φ早恥段階の音素に置換している

ことが多いの麺あ多ぴ，ぞの他の音素を遜ても，「正常児の

場合は，＿に，
”ま』たはド、音声学的

　（音響学的）にも，構音様式も類似している帝素に置換

し騨壁ζ磁い餌織轄児で1聯4r図麟わ
かうよう，に，・正常児俊場合≧セまド逆の順婦なづて論り， 1、

髄の恥郷締素恥しか も 構音廊’・糖様齢r
異峯る音素セii毅まなレ壕酷）〔尋〕音1など破裂音萎ドζ目に見え

やすい音素に置換して》、る導ゑが、目立？。

樟騨畔勲硝騨曄砥転｝ること晦類鋤
婿瀦の弁別が細姫軸擁球し・ 騨覚系の問題

擦考柔ら』れド肇達の黒砕段瞬φ音素や構音点の累なう音

素哩換してレきる』ζ轡蹄音器官の機能の未継1未

舞器即使咳の御嬢秘れる・卜、〔…照期
．餐獅機齢締購㊧瑚と・して・・麟紳噸

｛惹訴構音器官の機能の問題が考え疹れゑ季ヤ年づ点季研　

究では，言語受容韓かかわ多聡覚系の方に的を、しぽづで

偉鯉靱と靴塵蘇慰 』・ 穏 鰍鱒
誕融勤1；窯、て二1・r・、

1繍騨初滴姻郷麟雛の騨憾鰐塑
多系㊨肇乗琴依存すう複離な過程である。5純音オごぎ礼

オ麺季嵐話嬉鑓卿継擁ゑ鍬の勘も線
』睡完全嫡繰懸す多砂鴛な購搬解副、
牽薙撫音学習のな誇磧晦t 幼児嫉濠大限100H2酪叩哩ガ

卿鯛波数闘して礫姻値軸緯を拠噸弊
驚と考～しられているgこり範囲内での損失があ為と汁擦亡

、似レな胃語音を区別することができ塗ヤ㌔1音を匿劉すう・

りに必要な周波敬の尋ネルギ［の大部分蔭まド 尋れ5の割

限内にあるので，、聴力が， 500H2，1qOOH2， ＝さ：ら，殖2qqO

恥で正常であれぱ， ことばを理解する点では， 薇受容』

はそれほど深刻に妨げられる ことはない41 。∵丁㌧』亭、～1≦ 　 ’

摺舗瀬繊と よばれてい靱OQ販卿鞠醜△

鰍が蹴る嫉語圏驚母龍蝿慈
れにゴ〔醐渦購w〕な助麟の糊韓嚇1
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れゴll 2000現か．ら8000H2駐わたる商周波数損失ほ，』 摩擦
音〔副zi’∫，61’』6∫l　Z，f，マ‘〆h〕r（・日本語音ではサiザ行音，

ノ、行音） や破擦音』〔tS， t∫，』d5〕〈ツ，1ヅ， チf、・ヂ〉や破

裂音1〔£，1d，k　g， P∫b〕／’（タ：・ダ行音1』11iカ∈’ガ行音1パ・バ

行音）1の判別が妨げられるといわれ宅いる5㌧二～

　したがろて，・言語周波数帯域の400H2と2000H2の間の

周波数および180σOH2までの周波数に対レ・純膏の聴取

が正常な閾値をもて磯，窟語受容ボ』摩擦音∫ ’破擦音ジト破

裂音の判別は‘ ふつう問題ないと考えられる6 r．

ひ過去－2年問1機能的構音障害児の聴力を検査した結果

では‘おおむね正常な閾値をもっておりi・中にはOdβん

5d6のよ恥聴力を示しているものもある。．1機能的構音障

害の場合，・聴力だけが構音の欠陥の原因であるとは考え

られないケ←スにであう ことがある。っ

㌧21－臆覚的驕音弁別力にういで

　聴覚的語音弁別力とは，・・音素間および語音間のちがい

をききわける能力のこどである。 P6輝6rき6，・ほ，〆聴覚的

能力ど構音能力とゐ関係にづい℃｛「私め長い臨床観察．

と臨床経験にまる乏，多 くめ機能的構音欠陥者は詮語音

のちがいについて1 不注意（通3tteゑtivむであるし（治療

者が）弁別させれば，』『正常な話し手と同様に弁別できる

もめが多いとしカ㌧二しド彼らは，一習慣的にばヂそのように

しないのである。 したがづ之，1われわれ乏ま単に，聴覚能

力だけを評価するのキほ木十分であり 赴聴覚習慣（audト

tQry　habit）一もらど庄確にいえぱ」諮音に関する蓬童

習横 （atte血tioar　habit）ll を評価しなければならない」

ど機能的構音障害4）凍因たついて，・！r語音に関する注意

習慣め欠除」 とV・う 説も提唱』している。

　Carre1F鳩また，人間の運動行動の習慣形成の原理か

ら，構音の習慣をとらえ，「すべての運動習慣を支配し

ている原理ば向じであるが二構音め習慣には，特殊で扱

い方のむづがし）購ぐつがあ面がある1・一…話すことを学

ぶ場合にはヂ・自分が模倣已ようとずる手本や動きに対し

てデほどんどブある“は，全然，意識的に注意を払わな

いず運動の天タi一シは，』 楠語や音声遊びの時期に確立し

せいるよぞしそ話じご老：ほを模倣するためのインブット

ーアウドラ㌧｝ルーiノ（聴覚的フィードバック機構）はす

を壱ピ確立1しぞいて，1 1字を魯くとか，帽子をかぶるとか，

“テめ把手を向すと》・みたような運動比使われる一よ り

も露さ らに低レく意識のゾ慈パで働いている。たとえ，1幼

児の注意が，こ今教えてむら づている，あるいは，今まで

まちがって発音 しでぎた言語音にむけられる時でさえ，

意識しセ1き毅て1レ｛る時蘭ど“ケものは非常に短い轡娩構

音ばll ほとんどめ運動習慣よiり も騨・自已修正するのが困

難ぞある。一自分応自分の誤りを目の前尽みるごどができ

ないから，二すぐに認知することができにぐい一・亀ゴど述

べている。　　　　　　　　　　　　　　　1、

　乳幼児は，理解するしないにかかわらず，周囲圏話さ
　　　　　 ・P■ 』・』 　　　　　　　　　　　　　　　　5』““一一

綿灘難衡鑛鰭雰潔
雰智轟縫嚢繋鱗藩識皇
し姉柾しい儲に完成させでレ露力｛，離錫がい

レ聖て不注意鞭児注醐力勘れすい瀬動
児賭rl目分自身曾責群結果脅モ系タデする解力を手分働

かせていないにちがいなヤ蹴雪のサは鱒、卿窃

りて回（タ）ではないと1〔s起．｛9と鰭のちがい

を認知できなけ繍自己彦正壱轡轡We爵、8レら

も・器質的原因の見うけら興レ1瀦障吻場合i 自分

の構齢正誤を聴購 蝉感蜘鱗静にモiニター
するフィ讃磯騨飛こ斉カミ南る轡い
ないとk磁えを鵬撰して職．i．．．』L「．、“、ζノ

　蛮実，われわれの臨床経験でも，機能的構音障害児の

中に渠稗人の誤？為語音は穿ぐ弁罪でぎ登g〉に賞自食自

身の誤った音になかなか気づかないものがみられる。ま

た漢離』儲綱訓誕楓煮識的に誤っ暗ど
正し暗のち脚峨意をむげさせると・たちどこ蒼に

誤魂翫正じ暗峻ち脚に気づき証し韓解

契縞諜難轟羅騨暴巽
別ぞきるようになること 轡鱒昏嬉伽els
の講輪た癖晦婦、能瓢
的にた嘘睡購、璽・麟奪鱒薄・

鰻羅雛妻羅懸讐い
4Z烈糎醇勉ら・。職騨赫別勧慾騨
構音能力の欠陥の主な原因の一ちぞおると考えぢれ，多

ぐの研究がなされているが， Van
Ripe翼9レは’1、聴覚的籍

音弁別力や聴覚的記銘力についての諸研究はご角般に，・・

正常者群と機能的構音障害者群との間に著しい差がない

ことを示しているので，聴覚的語音弁別力や聴覚的記銘

力の欠陥が，1構音能力の欠陥とそれほど関係はないと否

定的である。1にもかかわらず， ほどんどの臨床家は， 、講

音障害の治療には，．これらの聴知覚の訓練が必要だと思

づている1ど述べている。 このことは，．まさに機能的梅

音障害者は，聴覚的語音弁別能力をむづてはいるがジ そ

の能力を適切に使づていないことド・語音のちがいに注意

をむけさせ，弁別能力を使うよう にさ せれば，二 誤づた構

音を改善できることを意味．していると考える。・ ．二1
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1複εi野田・言語瞳害蜂関す蚤研究宗

　弐3．乙 聴鴬的記銘力に？駐て7．：．に章、N二躯』Cご』窯

　聴単的記銘力とセさ・λ聴掌鰍；受けど！玖な材料iを・保縫

、し績再生乳女る倉旨力誓あ盗訟定義づを重られてレ）る鎮語薙．1～

一ア多リ、カでは剃前述 した番叡に評聴掌的皐銘力ρ欠陥

．と構音の欠陥と卯関廉嬬っいても多ぐの研究がなざ麹で

いるが，1．1関係がある｝と報告して述る言語治療者や病理学

者がいる硝方羨構音欠陥に臓，∫聴覚的記憶の欠陥が必ず

しも：伴剃之いるわけではないと 硲う 反対の報告もある。i・、・

恥11；q，ご、Mase手1レ．とも古定常構音者群と機能的講音者群

どの聴覚的記銘力の比較を行塗熔離筒群の間に差のなが．

うたことを報告して：h65、ぞの他プlkRobbiロS1場，鋤derき

so姻1，IBac≧as繊W畷t抄｝、、らも，2聴覚的記銘力が悪ぴ

ζとは，一講音欠陥の原因の舟つではないかと肪う仮定の

むどに研究を行なうたが、y：密接な関連輝ある之は言痢なr

いζ報告して恥、る6』Aロ卓6rsoゑ；1は，・、二聴覚的記銘ヵは言成

熟φ産物であ奇といヤ転1そ¢）麟蕪速度が遅嚇幼児匙まの構

音を節含めな証しむとば1の発達が遅れ惹ど考溢て「いる。i

．M6traUX16， は，5歳から12歳までの幼児，Fl児童を対象

に，聴覚的記銘力の研究を行な騎ら1得哀黎算塒レ5二1記鋸

ウ躰年験ζぢもに発津審う蚕述煙1くレ》る匿彼京の研究で

嚇塒傭鋤畷導騰舜音卿勧醗齢
12歯雪ほぽ頂哀機達玄うヒ≧奄示 巨忽矯う委魯瞬鱒耐、

　我が国では・・歌即、購髄賜糠纏卿噺
1琴で識能的儲轄礪殴 しぐ騨鷺は（僻

・刺蹴罐齢跡 麟醐銘力のづち礁留が
一翻題と1な勧蘇研禦行な睡冷1娯、紗せ・

正糊群弊児群とを比較する以下の予嘩馨脅行な
った。　　　　 　 　　　v ∵一…・ マ（享

　亘予備実験　　 恥ギ’ 』’』 《ε

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　汽・　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤレセコリるマ　　　ヤいド
1．　対象：次の3群く言†53名）』を彦建験，a比較㊨薄象と し

　 な。弓．く』． ，＝∬

』・

』、』ゴ、二．』，1
墨・』冠』ぐ．〔ン鳥、

　：1）』障篶児群・．1 ＝、1忘　．．r．∵以
’ 二』 ミ・器ゴニ餌、

　』討（1》㌧』障害児群工．』禄ガ己」二＿』密碁 ＝・…ゴ ミ添 こ

　　　愛育幼稚園児⑫中、で，『教諭なちが構音が異常また

　　ゴは発音不明瞭とみなレて．吟るが，・．器質的にも 問題な

　　く， 治療娃特に必要ないξ：認められる幼児1q名（男

　　　6，女：4［4歳㌣5歳》ダ（II二Qユ05㌣15g≧兄lyl．討

趣（年）・1禅畢児震正娘・＝諏』ンい二憲ぐ；二∵畑馴

・三：’il『．d9Z5年．1漏．よ，り1977年5月までほ愛育研究所に治

胎療のために逓扉レた機能的構音撰害児23名二（男』多」

　裂｝15，．∋女｝、874 歳半乍6｝歳5か月ンぐ1・ Qg2窟144）』≦

　5⑫）じ正常児群い』1二、▽l　l語・三：鴛、一．下， 匝、冷『）レ入テ

　晒言語発達彰）全ぐ延常な勤稚園児20名 1（髪ン10，：、姦く

鼻二1ρ？4歳～6歳）‘・．儲 Qloa～164），．』訊δ・｝F・呑llr；ン1婚

』一 騨締鱒齢獺沸岬ヌ宛緬、願郡
縄っとも多ぺ齢融1㍍、ド・…終紹麻．琳6、

　第1表 対象児の年齢分布＝≧りひ』、聴 1覧、亙

陣害児1 障害児皿2、く r正常況箪
ご瀦

年齢数1．男・女1 鶉 1女・ 男1
　■　　女戸

4歳 2　　 3．
　乞．｝｝

．．と吋
19

5歳4 1』1・．巨⑤レ』叫剥28
6歳・回、きマト・2rllつトr珂τ

，態．危」、“曇、「姻1漢ゼ講陶

L f

囎ま牲て唖力～ 葦猟燃聾行の麟騨
音障騨あったた瞬 騨曝騨鰭な酵づ栖
のもある凝赫∵◇ぐ以いご ㌧s、
2． 聴力検査 1、，　 、，　　、、　　　　ダ」謬＝

』1）職児醐略燦輿溝聯町セ、鱒嚇

瀞噸期物騰押跨聾理終魯岡器嚇
式会社）およザ au σ騨惣夢解．．璽鱒ρ曝td）に

より・脚サイク堕顧題磯聾よ聯龍酔
斌飾耳別破鞭鯉撫勉？纏，遡勅検

更牙で純章擁聯轡干騨力戦鍵づ
　　　　　　　　　　　　　　　　・ ‘監』｛1

　2）　障害児群工二ζ庄常坦群には・時聞の御限隻あつた

鵬撚賜の瀬鞭？ くり行なえ威幼懸搬

麟置AAr8。によ：為解聯騨取する騨奪
けを行なった・

r 』㌃i．　rく・一血綜IS

　各動児250Hか500恵；0σOH伽200pH宕，4000H奥8000耳2

の間で，純膏聴取の閾値を調べたが，測定結果爆8群と

も・5・幌1・・嘱 〈・5・P）・』衆…H2鯛波弊対して

渕定ξ擁覗熟衆勲解分法駄肇磯萎野

3．1 聴覚的語音弁鋼ガの実験昏、ナ、費必盗宍二覗ζく1盈黛

我が国鵬・越郷嘩遡標靴麟鵬餅馴
テ拳薄がな鮫4〉・罫奪舞6腿晒継劉の語音弁別象客トおよ

ぴ我姻嘩趣骸弊恥繍獄』ディ・猟鞭．
学会制定によ為舞貴榊舞豪響を参考琴し，5樺音隊害児

が最も構音を騨や麺勢辮音二沸稜行音“7行
音・、！ト行音の正誤音を租み今わせ惹蒜今お墨瑛作塵し1てf

ある診断・訓獺縮弁即挿砂・蜷項駁嘩酵

し畝の誰卿蝦鰍を彿う鳩ゴ｝麺躯欺
4＞弁別工＝．暗勲無意贈節綴卿駈鮒傭：
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　　頭デ語中，語尾のいづれかに誤音を入れた音節綴り

　　の対と，正しい語音同志の音節綴りの対

　　練習用

　　　1）カサターカタタ

　　　2）ガマテーダマテ

　　聾
　　　1）マカカーマカタ

　　　2）セラモーテラモ

　　　3）ノ、ソノーハソノ

　　　4）グノマードゥノマ

　　　5）オー．ノコーオノコ

　2）弁別皿：有意味音節綴めの対一やはり，各対のい

　　づれかの語頭・語中・語尾に誤音を入れた慣用単語

　　の討ぢ正音同志の単語の対

　　練習用

　　　1）ぽうし一ぽうち

　　　2）きりん一ちりん

　　錘
　　　1）ふうせん一ふうてん

　　　2）おさる一おさる

　　　3）ずぽん一じゅぽん

　　　4）あか一あた

　　 5）れ「革うこ一れ一至うこ．

3〉弁即ヨ単音節の浄正糖の規正翻志の対

　　練習用

　　　1）カータ

　　　2 ）ザーダ

　　墨
　　　1）サーチャ

　　　2）ゲーゲ

　　　3）シーチ

　　　4）ソーソ

　　　5）ラーダ

　障害児群立の各児はすでにこの弁別検査を受けている

ので，障害児群工と正常児群∬の各児には，聴力検査を

行なう前に実験を行なった。

　被検児を検査者の右横に顔が向くように腰かけさせ，

ラポートをつけてから，検査者が被検児に各課題を肉声

で，ふつうの早さより少しゆっくり目にきかせて弁別さ

せる方法をとったo、弁別工の場合には，　「これからめち

φくちゃことばを二つ続けていいますから， よく關いて・

いて，始めにきこえたことぱと，あとできこえたことば

と同じにきこえたが， ちがってきこえたかいって下さい」

弁別■の場合には，1 「これから○○ちゃんのよく知って

いることばを二つ続けていいますから， よく聞いてい

て，始めにきこえたことばとヂあと宅きこえたことばと

同じにきこえたか，ちがってきこえたかいっぐ下さい」

と被検児にいってきかせ，2問練習させたのち，検査課

題をいってきかせチ各音節綴り．が，r同じにきこえたかち

がってきこえたかを答えさせた5弁別皿の場合は，「こ

れから〔ア〕とか〔ヨ〕とレ、うように音を一つだFナいい

ますよ，　〔カ〕とい う音と〔タ〕という音は同じにきこ

えた？　ちがってきこえた？」というように被検児にき

いてみて締習し，それから，サーチャ，ゲーゲという検

査課題を，始めの音節と次の音節との間にちょっと間を

おいてきかせ，二つの単音節が同じにきこえたかちがっ

てきこえたかを答えさせた。5歳児，6歳児は課題を理

解して，「同じにきこえた」とか「ちがう」とすぐに応

答することができたが，4歳児は，課題をすぐに理解で

きず，弁別工や■では，模唱するものと思いこみ，与え

られた課題をそのまま模唱してしまうものが多かった。

しかし， 指示を繰り返えすうち，課題を理解し，実験を

終えることができた。

4．　聴覚的記銘力の実験

　M6trauxの述べたように，純粋に聴覚的な記憶活動

をとりだすために，慣用化された意味をもたない無意味

音節綴りを反唱させることと，また，知能テ六トで使わ

れる3数と4数の反唱の実験を試みた。

　1）記録1

　　練習用

　　　バイーダイーマイ

　　塑
　　　1）アパーアマーアタ

　　　2）バナーノミターパラ

　2）記銘■

　　　1）268　　　2）4937
　記銘工の揚合は，　「これからまた， めちゃくちゃこと

ばを三つ続けていいますから，よく聞いていて，こんど

はそのとおりまねっこしてください」と練習課題を与え

てから，記銘皿の場合は，　「これから数を続けていいま

すからよくきいていて，その通りまねっこしてく ださ

い」と指示し，普通の速度より，やはり少しゆっくり目

に謙題を与えて，2秒後に反唱させた。

　被検児たちにとって，3数，4数の反唱は非常に容易

で， ほとんどがスラスラとやってのけたが，大部分の被

検児にとって，無意味音節綴りの記銘は困難のように思

われた。つかえたり，順序をまちがえたり，ちが・う音節

を入れてしまうといった現象がみられた。始め一音節を

一連にして反唱させ，それから二音節を一連にしたもの

を反唱させる方がよかったかもしれない。また，有意味
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シ1貿野田・言語瞳贅娯闘すう研究，卜

音節綴りの反唱も試夢てみ蚤べきであった，6と際題④与

墜ついて騨し下瞭転章矯 ☆し窺
掻　聴力検査と実験の結果　』1

　　　　　　　　　　　　　L r　　　　　　　・　　　　・イ　　㌔

勅踏麟的瀦細力検奪麟的講力紬
の各群別平均 とS　Dは，第2表に示す通りである。

　第2衷　検葦結果（平均とS　D）㍗

駅卿舛、、釦鋼記工 託耳

　正Ml 3，85．．79、、90 、95 57・5へ87｝5

牽2α＄P琴988、毎工8匹9簸綱遍，i8
｝全ト31煎 14，774174，71582典642185ヂ411卜5翫8318L聡2

1・勒検査の結果　・1
［し、ド1』 』、

・∵

、」

　　鴎児胆では1鰍押1 、㌧

．．、障繭群聯即を邸「労、一
』

．

：． 、ゾ

　　主常児群でほ㌦6（fB痘9dB㌔

，の純音の騨力を示した。第3表にそg内課を示薫、モの

蒙で鋤・雑 うに陣躍醐碍調池の蹴郷「メ騨B
　第冷表1各群め聴力検査結果1』『 　l　lン

群…轄響 馨害畳 正常児群ン
・』群1

聴力趣 檎汝 男i女 剃女、

♪1戎0、dBタ5dB．、64 7　　6
71　　　　
　　

6dBγ・・d阜、ロ 311
3　2．

』1

1・dB一・5dB Ir彫 い 4 1ド 」4・ず

㌻姻Bγ倉Od3
ll

ヰ 1き
．，

21dBん
真1 1』

1二．1』

計1心／「6／婆 1・5卜7 ／・σ11・ 153

以上の聴力を示す嚢㊨が多く 1♪レたがって第2衷でわか

融匁．平均獅噴蘇恥鰹る・　．．、
．

　ま熔3群り勅を平均から上蝉こ桝筋嘩果l
lま・梨表に示す脚であり・ 聯児群と轄児靴の1
樋靭検定では樋％で龍櫛みられた・
2，聴覚的誘音弁別ヵの実験結果・、・』

第2表棚かに傭るようにi
．，

　1）弁別工，．皿， 皿のいづれの実駿でも， 正常児群の
　　平均得点が一番高いぷ：』恩F　　　l疋∫1 ヅ’

　2）障害児群工と障害児群鎚では，・1弁別工「（無意味音

　・』節綴り）φ平均得点はヂ障害児群纂の方が高く爵弁

　　・別豆＝〈有意凍音節） 芝弁別並〈単音節〉き沌は，、1擁害

　　児群立の方が乎均得点が高ぐならてレ喝ず捻将坐：［1

　惚）・3癖とも共通じて〆弁別血・（単音節）レの寧均得点

　　が一番高い。，　・　ひ謀…かゼ風
1』

∴誓自弱び

　』3群とも，単音節の聴覚的弁別の得点が÷番高か犠た

こ融 Va咽瞬9や麟嘱r儲の塑騨鶴
は藷麟もっとも小さい単位にしてきかぜること轡

・脚鱗る∫とい う舞よ絶致しかるよ う聴拠
う・さちに・弁別職L珊こつy’て・鱗間に有鮮
があるかどうか・鞠点施上下φ人拠桝て凝し1

購界誓は『』ヒ1∵1［

1第5表3 蹴弁牙ゆ趣意嚇節〉 1、・1．F

．、

　　　　　　　　　　・：M知り　　　　　L∴

隷1．上
一ド亟ン1』2∴

暁f』『

・臥1…・1手障盗∬ン1・．、．馬：常、

．　．．6　i
15

．　131』

ず　　　　『■

　4　、、

　8・．、
』㌘』　　1　A　　　　

　　■　　
強 聾さ’

、』鉱ぐ

．㌧☆全・嵩・ ．34㌧二 ，195、，1

第4表　3群と聴力
　　　　　　M．． 十 1SD
　　　；”＜4．774d ＜9．827d’く・

遭1 ’上一 中 下　い 全”

’障』

　10
12

2・・

「『0．一

5　8．漂3マ

　，、0

　　8．、
　0し

「マ

、
10‘「

23

20

3 1

、1・、受費F真亀65すτ』ユ，％有意

歴塵Q』751 ∴ 有意差なレ羅」㌦［ 凡．彦墾≧、

31・、1）通弁別工ド・（第5表）』では，・平均点よづ王乏下φ人数

の割貧が言群とも同傾向を示し，［有意差巌みられ参う！麓．、

た・一こ1鵜1おそら く鰭賭節緩り舗う醐購蚤』
ξ

たあだろうぴ正常児群宅も評無意味盲節織サ どiじ七峠捉

筋れても雌用的な意味をもつゆな縦め・5≧樺』1

べてきがぜられても， そめ音節綴り中比含1まれて“蕃正1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、七』
音と誤音とのちがいを捉えて弁別することは困難で撚両r

難麓麗競馨郷騨り弊』鷺誓i』

2ン1弁別五㈱表）蹴正常脚｛糟こよ琴舛

曝お購害児群鵬平麟駈の鯨の撚『葺

ll渚篇窪灘綴驚犠鎌1
児は，有意味単語中の正音と誤音の弁別力⇒隅§かヤ、だこ、』

r185r
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か第6衷1言零羊と弁男咀■（有意味音節）一

　　　　　　　 　』M：i．，

漣卜上 r下ご’ ・1全チ

障　　工

　　皿

　　常

5　 こ　

8　

17

15・

』㌦’

』5い■ 』し

123’

　　　’20

全 39’一 23” 153

エ2＝10．991 1％有意．

』第9表二3群と記銘∬ン（数字の反唱〉・

黒1上（1・・）1中働／　（φ11全

障　　工

、障 1、豆コ

正　 常．．

全

　8

41、
．．16

き 2

　11

　3

35、い6一

0・

1
1

2

10

23

20．、

．53 ＝

とを示していると考えられる。

3〉．弁別皿・（第7表） では， 正常児群に，・平均点以上

の得点の人数が多いことが目1立つが，・樟害児群も臥 単音

節の弁別の成紋では，、平均点以上の点を得た人数≧，平

均点以下の点を得た人数と④間には大ぎな差はなく，5

％レベルでの有意差となった。

’第了表』3群と弁別皿（単音節）

　　　　　　　　　M　　　　　　　　　　　　　　』＝二’　、

聴」 ：上・ ．：下r 『一 一全　．

障　”工

障 」五 1・ ’10

　・常二

4　

L ～・
6〆

『6　㌧1

13・

2α

一い

全 30 23 53

κ2＝6．708　’「5％有意

窃，聴掌的記銘力の実験結馨　　　　　　　　　　　、

第2摯こ示すよう1こ・3靴も・記銘・（無鰍脚

紳璽唱）では評均得鰍ぢ陥こ低ζ記鋤（数
寄の反鴨）の方が・ 鰭によ城絞を示している・㌧

　3群間の得点を上牛下にわけてみた結果では，記銘工

i（第8裟）では，3癖とも，i共通して中位の点を得た人

数がもっとも多く，3群間になんら有意差は認められな

訣ゑた6 記銘∬（雛g表）「では，正常児群に， 上位㊨点

を得た人数が非常蜂多いが・やはり貧群間に有意の差は

みられ蓼かρたゼ記銘エでは，課題が難か」すぎたこと

女鑑課題数が少かゼなこ、と1が，有意差のでなかったこと

≧・関係」て緊るξ考農られる。・・聴覚的記銘力は・．音声を

ぎ恥処，ン配憶を保持する期間が非常に短かく， すぐ再生

；1…第臼表レト131群と言己銘工『（無意味音節）

　κ2＝6，784　　 有意差なし

iしなければならないため，1C鉱reHやDowns20｝らは，聴…

覚的記銘力は・・者声の記憶の保持に闊係があるζいうポ

りも，音声の知覚に関係があると述べておリデ聴覚的記

畢力が開ヤ）；とザ構音ρ1欠陥≧寧接な開係があるという

こ．と には，．輝朔記瞳保詩能方女再生り轡こ音声の和覚と

セ’遡脇鋤る必卿：あ融うに思われる遭回の実
験では課題に商題があつ煙麺常児群と搾児群と

の問に差遼を見出すこどが出来なかったと考えられる他

に1 M6tradx「の述べるよ’うな発達め問題ももりと考え

る必要があるかもしれない。

41　検査の相関（第10表）、

聴鋤縮弁別搬奪嘘鱒、麟的誠騨謳
類獄みたので都摩脚騨蟄蟄き・ 砂結
果では，

〔1第10表　検査伶相開、こ肯1

弁別1
弁別■

弁別皿

記銘工

記銘瓦．

0，345i

　　！
で0．056

0．28L
／

．／．

ノ■

！lO．r606

翠ミ匡⑳ 中¢q） 下1（0） 全㎏

穴陣∵ll
　、 JI

証∵常、

一

、∫r・』・11・．

只嘉5’・

尾、 7『

615

9『

　3・．

　3

　47．，

10

3．20　

r全』 、” 13．二 30『 1Q’ ・、年3．

1炉；3．71r　』’有意差なし

　1）　聴覚的語音弁別ヵ検査間の相関、．「．

∫（1）弁別工と亙・？まり・無意味静輝堕弁別検

査と有意味音節綴りの弁別検査との間には1－低い相関が

あらた。

　、（2）弁別1［と皿，つまり，有意味音節綴ワ、の弁別検

査と，単音節の弁別検査問に転わずかの相関がみられ

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　罫ムξ1

　（3）弁別工と皿，っま．り，＝ 無意味音節綴りの弁別検

査と単音節の弁別検査との間には湘騨霊ほとんぐ勅

った。

騨蠕音弁即検査1叫胴瑚関が婿かや た
こと嬬づいては7，

　①’各検査の難易度がかかわってい叡りか，1聞きなれ

た慣用語音と，全く無意味な音節との周題が1関係して

いるのか，同じ弁別検査とはいえ，1同じ被検児が，”・ある

畠186濫一
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　　　2）聴覚的記銘力検査間の相関　　　 　　 　r　方，園児たち，実験を手伝って下さった山本清恵氏，面
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- ause of 
Study on 

Functional 

Speeeh Disorders 

Disorders of Articulation (1) = 

Dept. 6 Utako Noda 

To clarify the cause of functional artieulation disdrders which are considered ver~ complex as 

well as very simple, preliminary study was firstly attempted as to the aspect of audition bceause 

of the knowfi closeness of relationship between speech and hearing. 

Auditory abillties includi~g Auditdry Acuity. Speech-Sound Discrimination andAuditory Memory 

Span were compared between 20 children with normal artculation and 33 cases of functional articu-

latory defects both ranging in age from 4 to 6 years old. 

(1) Theugh mesti of the articulatory defectives showed the auditory acuity within the ~lormal 

ran~e 6n the AA-80 Audiometer, their hearing test resulf$ were found inferior ta those of narmal 

articulation group. There was :1% Ievel of sighificant difference. 

(2) In Spi;ech-Saund DiseriTriiriafion Tests, significant difference wa$ found between normal 

and defective greup~~ at l~~ l~v~l~for diserimination of pairs ef same or different sense-syllables and 

st 5~ Ievel for discrimination bf ,pair~ of s~me or_ different single ~syllables. Thes_e results are' the- : 

ught te sh~port Margaret Powers* Iipinion cencerning "attenticned habits as related to spe~ch sourid." 

(3) In the comparisolti of th~ r~sults of Auditory Memory Span 'Test, no significant diffeienie' 

was found between the normal and defective groups. Further study is needed as_ it is assumed 

that: s6me more factors are irivolved in this problem. +, 

- Ie8 -


